
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和４年度 滋賀県がん診療連携協議会 第２回相談支援部会 

開 催 日 時 令和５年２月６日（月） 

開 催 方 法 Zoomによるweb開催 

出 席 者 【部会員】 

滋賀県立総合病院         山内 智香子 

大津赤十字病院          塘 賢二郎 

市立長浜病院           田久保 康隆 

滋賀医科大学医学部附属病院    田中 哲志 

大津赤十字病院          琴 順華 

滋賀県立総合病院         岡村 理 

公立甲賀病院           岡本 直子 

彦根市立病院           藤井 滋生 

市立長浜病院           片桐 麻理子 

高島市民病院           大塚 初美 

市立大津市民病院         難波 紀代子 

淡海医療センター         谷 由紀子 

済生会滋賀県病院         山田 寿美 

近江八幡市立総合医療センター   木本 美由紀 

長浜赤十字病院          福永 佳子 

東近江総合医療センター      打越 智子 

公益社団法人 滋賀県看護協会    初田 聡美 

滋賀県がん患者団体連絡協議会   菊井 津多子 

滋賀県健康医療福祉部       藤田 恭子 

滋賀県立総合病院         米澤 寿裕 

【事務局】 

滋賀県立総合病院           渡部 賢太              （敬称略） 

欠 席 者 一般社団法人 滋賀県医師会     重永 博 

一般社団法人 滋賀県歯科医師会   黒岩 敏彦 

一般社団法人 滋賀県薬剤師会    田中 聡美 

一般社団法人 滋賀県歯科衛生士会  吉田 なおみ 

滋賀県がん患者団体連絡協議会   須藤 恵子 

議 事 概 要 【審議事項】  

１．令和４年度相談支援部会の取組み最終評価及び令和５年度の取組みについて 

令和４年度取組み最終評価について、アクションプランのとおり適切に実施できている

ためA評価とした。中でも、がん患者サロンが再開されたことやがん相談後のアンケート

の報告件数が改善している点を評価している。 

令和５年度の取組みについて、PDCAチェックリストは今年度から継続しPlan（計画）を

「がん相談窓口取組み実施状況の充実」、Do（実行）を「各体制の確保、各支援の実施」

に設定する。アクションプランシートはこちらも継続し、「がん相談後のアンケート」や

「がん相談支援センターPDCA実施状況チェックリスト共通項目」を活用し、施設の評価を

引き続き行っていく。       

   

２．「滋賀の療養情報【第10版】」について 

12月からWGメンバーで更新作業に取り掛かり、１月に２回、部会員宛校正依頼をかけた。

今後、業者へ発注を行い３月上旬までに事前に回答いただいた送付先に納品となる。納品

後、３月中にプレス発表を行う予定。 



 

【報告事項・情報共有事項】 

３．「滋賀の療養情報」の配布方法の実践状況確認  

今回、5つの医療機関が改善に取り組んでいただき合計で11項目改善している。項目毎

の実践割合を見ると「医師など医療者への周知」が46%、「がんと診断された患者さんへの

配布」が40%、「院内での設置」が74%、「情報として発信」が13%となっている。「院内での

設置」については多くの医療機関で実践できており、逆に「情報として発信」については

ほとんど実践できていない。 

 少しでも実践できるよう各施設の取組み状況を参考に、引き続き取り組みをお願いした

い。 

 

４．相談支援センター等におけるコロナウィルス感染症に関する影響及び対応について

のアンケート結果報告  

アンケートの結果をとりまとめたので、各病院の対応や事業の制限等について参考にし

てほしい。令和４年度と令和３年度の相談件数を比較すると半数の７医療機関が増加して

おり、増加の兆しが見られる。 

          

５．令和４年度がん相談支援センター等がん相談窓口の体制、PDCA実施状況チェックリ

スト 

令和４年度がん相談支援センター等がん相談窓口の体制については、相談対応の人員が

令和４年４月現在では63名だったが、令和５年１月現在は60名と３名減となり、内訳とし

ては社会福祉士が３名減となった。 

 PDCA実施状況チェックリストについては、各病院にて自己評価を行っていただいたとこ

ろ、全体的にほぼ取組みができており、少しずつ改善が進んでいるという結果となってい

る。 

      

６．令和４年度がん相談後アンケート結果 

対象13施設中７施設から188件の回答があった。相談の結果については、「家族への伝え

方のアドバイスをいただいて、心が軽くなりました。」「一番、気になっていた事が相談出

来た。がんの事以外（本人の生活面・介護の事）も聞けた。」など、大多数の方から役に

立ったとの支持をいただいている。また、「患者の会、サロンの再開を希望している。」と

の意見もあった。 

令和３年度は12か月で102件だったが、令和４年度は４月から12月の９か月で188件と大

きく改善している。 

がん相談後のアンケートはアクションプランとしてあげているが、新たな整備指針に

「がん相談支援センターの業務について、相談者からフィードバックを得る体制を整備す

ること。また、フィードバックの内容を自施設の相談支援の質の向上のために活用すると

ともに、都道府県協議会で報告し、多施設とも情報共有すること」と記載された。取り組

めていない拠点病院は、指定要件にも明記されたので是非取り組みを始めて頂きたい。 

         

７．第19回 都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会 情報提供・相談支援部会（202

2年11月24日開催）報告について    

滋賀県立総合病院岡村部会員から協議内容について情報提供。 

 （１）「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」の見直しの要点 

がん相談支援センターに関する要件では、病院を挙げて全人的な相談支援を行うと 

いう要件が加わっている。また、周知に向けた取り組みに関して、外来初診時から治 

療開始までを目安に、がん患者およびその家族が一度はがん相談支援センターを訪問 

することができる体制を整備することが望ましいという要件が追加された。次回の指 

針改定ではこれを必須要件とすることが念頭におかれている。 

   がん相談支援センターの業務内容はQ＆Aという通知で別途案内している。大きな変

更はないが、各所追加されているので確認をお願いしたい。 

  



 

（２）整備指針を踏まえたがん相談支援センターの活動について 

   がん相談支援センターを繰り返し案内する、そして病院を挙げて全人的な相談支援 

を行っていく、このような内容が強調された。人員に関することでは、「定期的」な 

知識の更新という内容が追加された。これまで「継続的」という表現であったところ 

が、定期的に実施すると書き変わった。相談員研修会がこれにあたるので、相談員研 

修会への参加をお願いしたい。 

   PDCAチェックリストは、新指針の発出を受けて国立がん研究センターで見直しを行 

っている。完成すれば滋賀県でも導入していきたい。 

 

８．令和４年度滋賀県がん診療連携協議会 相談支援部会 がん相談支援センター相談

員研修会（令和５年３月開催予定）について 

滋賀県立総合病院岡村部会員から報告。  

 令和５年３月15日13時から17時の４時間程度で「相談員研修会～相談対応の質保証を学

ぶ～」をZoomで開催予定。後日、開催要領等を配布するので、是非参加いただきたい。 

 

９．滋賀県健康医療福祉部 令和５年度予算（案）について  

 滋賀県健康医療福祉部藤田部会員から「滋賀県がん対策推進計画」、「令和５年度予定の

新規・拡充事業について」「令和５年度予算」について報告。 

 計画について、平成30年度から令和５年度に向けて進行中。昨年度中間評価実施。来年

度前半に医療機能調査を実施し、８月頃に計画の骨子を作成予定。来年度作成したものを

令和６年度から実施。 

 新規・拡充事業について、がん情報しがのホームページをスマートフォン対応できるよ

う改修予定。また、アピアランスサポート事業については、令和５年度から全19市町で実

施予定。がん啓発活動として、子宮頸がん、小児がん等の啓発月間に合わせたライトアッ

プについて実施できないか検討している。 

 令和５年度予算については、がんの調査、就労支援に関する調査が少し減額している。

がんの調査結果については、来年度報告予定。 

 

10．滋賀県がん患者団体連絡協議会からの提案  

 滋賀県がん患者団体連絡協議会菊井部会員から提案。 

 高島市民病院でがん患者サロン「ほっと湖西」をオンラインで開催しているが参加者な

し。オンラインで参加を希望される方がいれば高島市民病院のがん患者サロンをご案内い

ただきたい。また、４月から滋賀県立総合病院の隣の守山市立図書館でもがん患者サロン

「笑顔」を再開予定。 

オンラインや病院外での開催も含め、ピアサポート、がん患者サロンの開催について、

各医療機関で検討をいただきたい。また、ピアサポートの充実を図るために、相談支援セ

ンターに出向く個別のピアサポートを進めていきたい。 

院内でのがん患者サロンの再開について、個別のピアサポートの実施の２点について各

医療機関に持ち帰り検討いただきたい。 

          

11．がん情報サービス がんの冊子「がんと診断されたあなたに知ってほしいこと」に

ついて 

 患者さん向けのものもあるのでまた共有したい。なるべくこういった冊子を患者さんに

届くよう努力していきたい。 

そ の 他 特になし 

 以上のとおり報告します。                        令和 ５年 ２月 ６日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

 

   相談支援部会 部会長  山内 智香子 


